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Abstract
In my last paper, I explored questions posed by two protagonists created by Lucy Maud
Montgomery (1874-1942): Anne of Anne of Green Gables (1908), and Emily of Emily of New
Moon (1923). The characters’ questions reveal their personalities, thoughts and ways of
living. My earlier analysis showed how open and closed questions can produce remarkably
distinctive results. In this paper, I further explore how Montgomery’s heroin Anne uses
open and closed questions in two sequels in the Anne series: Anne of Avonlea (1909) and
Anne of the Island (1915). I also take up several love affairs in the texts, demonstrating
how the heroin’s questions suggest changes and growth in mind and intellect.
はじめに
紀要論文でこれまで論じてきた「閉ざされた質問（＝Closed Questions）」と「開かれた質問（＝
Open Questions）」を今回もテーマとして扱う。本稿では、孤児というハンディを負いながらも
懸命に前向きに人生を歩んでいく想像力豊かなアン・シャーリイ（Anne Shirley）を主人公にし
た小説『赤毛のアン』（Anne of Green Gables, 1908）の続編である『アンの青春』（Anne of Avonlea,
1909）と『アンの愛情』（Anne of the Island, 1915）を取り上げる。この2作品をアン・シリー
ズの最初の作品『赤毛のアン』と比較検討し、質問文の観点から主人公の成長や交友関係の変化
を考察する。本稿において手法として扱う「閉ざされた質問（＝Closed Questions）」と「開か
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れた質問（＝Open Questions）」は、アイビー（A. E. Ivey 1933- ）とその共同研究者によって
開発されたカウンセリング技法訓練方法である「マイクロカウンセリング（microcounseling）」1
の中で、底辺に位置する基本的かかわり技法に含まれている。「はい（Yes）」「いいえ（No）」や
短い単語で返答する「閉ざされた質問」と、「どんな（What）」「どうして（Why）」「どのよう
に（How）」のような返答の自由度が高い「開かれた質問」は、励まし、言い換え、要約、感情
の反映、意味の反映と共に、言語レベルの傾聴技法であるとされている2。
1．質問文の分析と表 A
孤児という不幸な境遇にありながらも、自由な発想を持ち、常に前向きに生きていくアンは『赤
毛のアン』ではまだまだ欠点だらけの少女で、その並外れた想像力とお喋りが何度も問題をひき
おこしていたが、シリーズの2作目の『アンの青春』では16歳で小学校の教員として社会人とな
り、地域活動にも積極的に加わる。その2年後、待望の大学へ進学し、アヴォンリーを離れて4
年間の学生生活を新たな仲間と過ごし、生涯の伴侶となるギルバートの求婚を受け入れるまでを
描いたのが3作目の『アンの愛情』である。アン・シリーズはアンの子どもたちが結婚を決める
年頃になるまで続くことから、本稿で扱う作品はアンの人生の中で黄金期ともいうべき青春時代
を描いていると言える。この続編の2作品を分析し、前回の紀要論文でとりあげた『赤毛のアン』
から続く3作品の流れを質問文を通して考察する。さらに主人公の成長とともに質問文がどう変
わっていくか、あるいは質問文を分析して主人公の心がどのように変化していくかを考察するた
めに、前回同様、作品の中から質問文を拾い上げ、分類し、分析した。質問文の中でも他の登場
人物の言葉を間接的に表しているものは除外した。一方、引用符（“ ”）がなくても、その質問
文の発信者が明らかである場合は分析リストに入れた。以下が作成した分類別の表である。
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『アンの青春』 表 A 作品中の登場人物たちが質問した回数 ＋の右側の数字は自問自答、合計欄の数字はすべて含む
章
質問
文
合計
アン アン（心） マリラ
レイチェ
ル・リンド ダイアナ デイビー ドラ
ハリソン
氏
ハリソン
夫人
ギル
バ トー
ミス・
ルイス
ポール・
アーヴィ
ング
プリシラ ジェーン その他の友人たち その他の人たち
No.1 15 6 2 5 2
No.2 13 3 4 5
スローン夫人1（ア
ンの会話の中で）
No.3 18 5 12
人の言葉を話すオ
ウム1
No.4 12 3 3 1 5
No.5 6 1 1
ドネル夫人（生徒の
母親）4
No.6 16 4 1 2
ミス・エリザ3、ブレ
ア氏4、他2
No.7 12 9 3
No.8 14 4 3 7
No.9 12 3 1 1 4 1 1
オリバ ・ー
スローン1
No.10 20 8 2 1 8 1
No.11 4 3 ウィリー ・ホワイト1
No.12 8 4 1
生徒3（アンソニー
・パイ2、アネッタ・
ビル1）
No.13 17 6 4 3 4
No.14 18 5 4 4
ガーティ
・パイ2
ジェリイ・コーコラン
1、ジャドソン・パー
カー1+1
No.15 11 4 4 アラン夫人3
No.16 9 6 1 1 1
No.17 20 6 2 7 2 3
No.18 14 5 5 3 ミス・コップ1
No.19 18 2 1 2 1 12
No.20 11 4 1 1 5
No.21 32 9 1 8 13
ミラベル・コットン1
（生徒）
No.22 10 0 5 2 3
No.23 8 1 6 1
No.24 15 4 2 4 2 1
ハーモン・アンドリ
ューズ1、ジョン・ヘ
ンリー ・カーター1
No.25 16 4 4 1 1 1 5
No.26 16 6 4 1 5
No.27 16 3 4 3 6
No.28 19 5 1 1
スティー ブン・アー
ヴィング2、シャー
ロッタ4世6、アンド
リュース夫人3、ス
ローン夫人1
No.29 6 3 2
No.30 6 1 1 1 2 シャーロッタ4世1
合計 412 127 4 40 12 36 45 3 26 5 9 23 23 3 10 3 43
割合 ％ 30.83％ 0.97％ 9.71％ 2.91％ 8.74％ 10.92％ 0.73％ 6.31％ 1.21％ 2.18％ 5.58％ 5.58％ 0.73％ 2.43％ 0.73％ 10.44％
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『アンの愛情』 表 A 作品中の登場人物たちが質問した回数 ＋の右側の数字は自問自答、合計欄の数字はすべて含む
質問
文
合計
アン アン（心） マリラ
レイチェ
ル・リンド ダイアナ デイビー ドラ フィル プリシラ ステラ
ギル
バ トー
ジェム
シーナ
伯母
ミス・
ルイス ポール その他の友人たち その他の人たち
No.1 14 7 1 6 No.32～34はすべて「その他の人たち」に含まれる
No.2 5 2 3
No.3 6 1 1 0＋1 2 1
No.4 28 4 18 6
No.5 4 3 1
No.6 17 6 8 2 1
No.7 18 10 3 5
No.8 15 2 7 ジェイン6
No.9 13 6 2 2 3
No.10 14 4 3 1 パティ・スポットフォ ドー6
No.11 25 8 3 1 5 ルビ ・ーギリス4 アトッサおば4
No.12 17 4 12 ハリソン氏1
No.13 35 11 10 10＋2 2
No.14 13 4 1 3 ルビ ・ーギリス5
No.15 9 5 1＋1 2 ハリソン氏1
No.16 13 4 3 4 ラスティ（猫）2
No.17 7 6 1
No.18 10 1 1 8
No.19 15 3 7 5
No.20 28 4 5 13 6
No.21 2 1 アンの故郷の女性1
No.22 22 10 4 8
No.23 6 2 2 0＋1 シャーロッタ4世1
No.24 6 6
No.25 13 4 2 4 1 ロイ・ガ ドーナー2
No.26 5 2 1 2
No.27 17 7 5 4 1
No.28 5 3 2
No.29 6 1 3 2
No.30 5 3 アメリア・スキナー2
No.31 0
No.32 6 1
ジョン・ダグラス1 その母3
ジャネット・スイー ト1
No.33 7 5 ジャネット・スイー ト2
No.34 15 5
ジョン・ダグラス1 その母3
ジャネット・スイー ト4 サム2
No.35 18 5 7 2 3 1
No.36 12 1 1 6 ロイ・ガ ドーナー1 ロイの妹 2ロイの母1
No.37 13 2 8 2 1
No.38 9 5 ロイ・ガ ドーナー4
No.39 12 4 1 1 1 1 ハリソン夫人3アラン夫人1
No.40 7 4 1 1 1
No.41 7 1 6
合計 499 146 34 7 18 23＋1 45＋2 2＋1 97 17 11 21 9 2 0＋1 25 39
割合 ％ 29.26％ 6.81％ 1.40％ 3.61％ 4.81％ 9.42％ 0.60％ 19.44％ 3.41％ 2.20％ 4.21％ 1.80％ 0.40％ 0.20％ 5.01％ 7.82％
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『アンの青春』の章は全部で30（全276頁）、『アンの愛情』では41（全243頁）あり、それぞれ
の作品の中で誰が何回質問文を言ったのかをまとめたのが表 Aである。No.で示した数字が章を
表し、主人公のアンの質問に限って、引用符のある質問とない質問に分け、後者を分類上「アン
（心）」とした。これはほとんど自問自答である。アン以外でも自問自答の質問はプラス記号（＋）
の右に来る数字で示した。
子どもが幼い頃は会話の相手はどうしても身近な大人が中心となり、多くの場合はそれが親だ
が、アンは孤児であるため、育ての親というべきマシュウ（Matthew Cuthbert）とマリラ（Marilla
Cuthbert）の兄妹がその役を担う。やがて子どもが成長するにつれて、会話の相手は仲間（同
級生や友人）へ移り、自分を取り巻く生活の変化（家庭中心の生活ではなくなり、学校や近所の
子供たちと独自の社会を築いていく）によってその範囲も広がっていく。父親代わりのマシュウ
は第一作目で亡くなり、その後は登場しない。母親代わりのマリラについては、その質問数が115
回（質問全体の21％）→40回（9.71％）→7回（1.4％）とシリーズが進むにつれて激減する。
代わって大勢の人物が質問者として登場してくる。まず2作目『アンの青春』ではマリラの遠縁
にあたる6歳の孤児の双子デイビーとドラ（Davy & Dora Keith）がグリーン・ゲイブルズに引
き取られ、アンとの会話のかなりの部分を占めようになる。双子の女の子ドラは大人に従順で口
数は少なく、いわゆるいい子である。一方男の子のデイビーは有り余る元気を持て余し、いたず
らばかりして周囲を困らせている腕白坊主である。それゆえ性格も行儀もどうしようもない悪い
子ども、あるいは、孤児ゆえにしつけができていない哀れな野生児とデイビーに対する解釈は人
によって異なるだろうが、その存在の大きさは質問回数から明らかである。登場人物たちの中で
は主役のアンに次いで質問数が多いのである。マリラやレイチェル・リンド（Mrs Rachel Lynde
未亡人となったリンド夫人は2作目の終わりで、自宅を売り払い、マリラの家に同居することと
なる）に質問しても説教が返って来るばかりであるため、好奇心旺盛のデイビーは納得のいく答
えを求めてアンに質問を浴びせる。デイビーの質問は2作目45回（10.92％）及び3作目47回（9.42
％）と、2作品とも質問全体数の1割前後を満たす。ただし、第3作目のデイビーの質問は章によ
ってはアンへの手紙の中でなされているので、間接疑問と捉えられるかもしれない。友人関係を
みてみると、『赤毛のアン』及び『アンの青春』では親友ダイアナは36回（6％と8％）質問して
いるが、『アンの愛情』では24回（4.81％）に減っている。これは最初の2作品ではアンの居住
地がアボンリーでダイアナは近所に住んでいるが、3作目ではアンはアボンリーを離れて大学生
活を送ることになり、ダイアナは結婚して家庭をもつため、二人の仲は変わらなくても会う機会
が少なくなるからである。ダイアナ以外との友人との会話は『赤毛のアン』ではさほど多くなか
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った。ダイアナ（Diana Barry）にギルバート（Gilbert Blythe）やジェーン（Jane Andrews）、
ルビー（Ruby Gillis）などを合わせても友人たちの質問回数は54、それに対して『アンの青春』
では61、『アンの愛情』では194と比較できないほど増える。これはアンの世界が親子関係（マ
リラとアン）より友人関係、つまり、家庭から学校（社会）に移っていくからであろう。中でも
未来の夫のギルバートの存在は、質問文の数に比例して6（1％）→9（2％）→20（4％）と次第
に大きくなっていく。また、女友だちの中ではフィリパ・ゴードン（Philippa Gordon、愛称フ
ィル Phil）の質問数が群を抜いて多い。フィルは『アンの愛情』から登場する大学生で、大学2
年目から、アンやステラ（Stella Maynard）、プリシラ（Priscilla Grant）と一緒に一軒家を借
りて同居生活を送る。他のどの友人よりも登場が遅いのに、質問数が多いということはそれだけ
アンと気が合い、信頼できる友人とし二人の間で会話が頻繁に交わされるということを意味する。
また『アンの青春』では教え子の生徒たち、偶然知り合ったミス・ルイス（Miss Lewis、愛称は
ミス・ラベンダー、Miss Lavendar）とその小間使いシャーロッタ4世（Charlotta the Fourth）、
『アンの愛情』では一時期アンが夢中になるレイモンド大学の学生ロイヤル・ガーディナー
（Royal Gardner、愛称ロイ Roy）とその家族、アンたち学生と一緒に住んで面倒を見てくれる
ジェムシーナ伯母さん（Aunt Jamesina）など新たな登場人物たちが会話（質問文）の中で見ら
れる。そして最も注目すべきはアンの発する質問数の激減である。『赤毛のアン』では328回（59
％）もなされていたアンの質問が、『アンの青春』では127回（30.83％）、『アンの愛情』では146
回（29.26％）と半分以下になる。一方、自問自答の回数は13回（2％）、4回（0.97％）、33回（6.61
％）と子どもの頃に比べて、大人になったアンでは3倍近くに増えている。11歳のアンは家庭で
育っていなかったため、マリラとマシュウに引き取られたときは無知の塊だった。何もかもが新
鮮でわからないことばかりで、自分を抑えることのできない子どもは思ったままを口に出してし
まう。その結果、山のような質問が発せられるのである。しかし成長するにつて、自分を抑える
ことを知り、理性と分別により自然に質問は減る。それが表 Aから見られるアンの成長の姿で
ある。さらに『赤毛のアン』に比べると、続編の2作品では大人から子供まで質問する登場人物
の年齢幅が広がり、アンの取り巻く世界が広がりをみせていることがわかる。
2．質問文の分析と表 BCD
次に質問を質問者及び質問相手に絞って詳しく分析した表 Bと Cを比べてみよう。
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『アンの青春』 表 B 主人公アンが質問した相手と回数
章 アン（心） マリラ デイビー ドラ
レイチェ
ル・リンド ダイアナ
ハリソン
氏
ミス・
ルイス
ギル
バ トー 友人 生徒たち 大人たち 合計
No.1 4 1 1 6
No.2 3 3
No.3 1 4 5
No.4 1 ジェイン2 3
No.5 1 1
No.6 1 3 ミス・エリザ1 5
No.7 7 2 9
No.8 1 2 1 4
No.9 3 3
No.10 1 4 2 1 8
No.11 プリシラ1 2 3
No.12 4 4
No.13 2 ジェイン1 その他3 6
No.14 1 2 1 若者たち1 5
No.15 ポール4 4
No.16 5 1 6
No.17 2 3 3 8
No.18 2 3 5
No.19 1 ポール1 2
No.20 4 4
No.21 2 4 3 9
No.22 0
No.23 1 1
No.24 1 1 1 ジョン・ヘンリー ・カーター1 4
No.25 1 3 4
No.26 2 3 へスタ ・ーグレイ1 6
No.27 1 シャーロッタ4世 2 3
No.28 1 4 シャーロッタ4世 1 6
No.29 1 2 3
No.30 1 1
合計 7 32 14 5 5 22 8 8 5 8 11 6 131
割合 5.3％ 24.4％ 10.7％ 3.8％ 3.8％ 16.8％ 6.1％ 6.1％ 3.8％ 6.1％ 8.4％ 4.6％ 100.0％
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『アンの愛情』 表 B 主人公アンが質問した相手と回数
章 アン（心） マリラ
リンド
夫人 デイビー ダイアナ
ギル
バ トー フィル プリシラ ステラ
ジェム
シーナ
伯母
ジェイン ルビー ポール ミス・ルイス ロイ その他の人たち
No.1 5 2 回数 質問者
No.2 2 （最下段の24が他の人たち
の質問の合計数で、178は左
記の数字、すなわち表に記載
した質問数の合計である）
No.3 1 1
No.4 4
No.5
No.6 3 3
No.7 1 6 3
No.8 7 2
No.9 2 6
No.10 2 2
パティ・スポット
フォ ドー
No.11 3 1 6 1
No.12 4
No.13 11
No.14 1 2 2
No.15 4
No.16 3 2 2
No.17
No.18 1
No.19 2 1
No.20 5 2 2
No.21 1 アンの故郷の女性
No.22 5 5
No.23 1 1
No.24
No.25 2 1 2 1
No.26 1 1 1 猫ラスティ
No.27 5 7
No.28 3
No.29 1
No.30 3 アメリア・スキナー
No.31
No.32 1 ジャネット
No.33 5
ジャネット4
ジョン・ダグラス1
No.34 5
サム3 ジャネット
1アレック1
No.35 5
No.36 1 1 ロイの母
No.37 2
No.38
No.39 1 1 3 ロイの妹ドロシー
No.40 1 1 2 雇人パシフィック
No.41 1
合計 33 8 1 32 14 12 27 11 5 3 2 3 1 1 1 24 178
割合 18.54％ 4.49％ 0.56％ 17.98％ 7.87％ 6.74％ 15.17％ 6.18％ 2.81％ 1.69％ 1.12％ 1.69％ 0.56％ 0.56％ 0.56％ 13.48％ 100.00％
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『アンの青春』 表 C 主人公アンに質問した登場人物と回数
章 マリラ レイチェル・リンド
親友
ダイアナ デイビー ドラ
ハリソン
氏 ギルバ トー プリシラ ジェーン
ミス・
ルイス 生徒たち 大人たち 及び 備考 合計
No.1 1 2 2 5
No.2 4 5 9
No.3 11 人の言葉を話すオウム1 12
No.4 3 1 3*
（ *ジェインの3回の中1回は
アンとギルバ トーと2人に） 7
No.5 1 ドネル夫人4 5
No.6 2
ミス・エリザ2、ブレア氏4、
ホワイト夫人1 9
No.7 3 3
No.8 5 5
No.9 1 4 1 6
No.10 2 1 8 11
No.11 ウィリー ・ホワイト1 1
No.12 1 生徒2 3
No.13 4* 2** 3**
*はジェーンと2人で問う、
**はどちらも2回はアンを
含めた3人の友に問う
9
No.14 4 4 パーカー1 9
No.15 ポール4 アラン夫人3 7
No.16 1 1 1 3
No.17 4 1 2 7
No.18 5 3 ミス・コップ1 9
No.19 2 1 ポール10 13
No.20 1 2 3
No.21 5 12* *
の中、8回はアンとダイア
ナの2人に 17
No.22 3 3 6
No.23 5 ポール1 6
No.24 1* 3** 2 1
アンドリュース氏1、ジョン・
ヘンリー ・カーター1
*はアン・デイビ ・ードラの3
人に、
**はアンとマリラの2人に
9
No.25 4 1 1 1 ハリソン夫人5 12
No.26 4 1 5 10
No.27 1 1 2
No.28 1
スティー ブン・アーヴィン
グ2シャーロッタ4世 6 9
No.29 2 2
No.30 1 2 シャーロッタ4世 1 4
合計 28 8 30 33 3 24 9 2 6 19 17 34 213
割合 13.1％ 3.8％ 14.1％ 15.5％ 1.4％ 11.3％ 4.2％ 0.9％ 2.8％ 8.9％ 8.0％ 16.0％ 100.0％
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『アンの愛情』 表 C 主人公アンに質問した相手と回数
章 マリラ デイビー リンド夫人 ダイアナ
ギル
バ トー
フィル
（アン
だけに）
フィル
（アンとプ
リシラに）
フィル* プリシラ ステラ
ステラ
（アンとフ
ィルに）
ジェム
シーナ
伯母
ルビー ジェイン ロイ その他の人たち
No.1 6 1 回数 質問者
No.2 3
No.3 1 2
No.4 3 15 3
No.5 2 1
No.6 1 4 4* 1** *アン・プリシラ・ギ
ルバ トー・チャ リーー に
**アン・フィル・ギル
バ トー・チャ リーー にNo.7 3 5
No.8 6
No.9 2 3
No.10 3 1 6
パティ・スポット
フォ ドー
No.11 5 4 4 アトッサおば
No.12 12 1 ハリソン氏
No.13 8
No.14 3 5
No.15 1 2 1 ハリソン氏
No.16 1 3
No.17 6
No.18 1 8
No.19 7 4
No.20 6 13
No.21
No.22 2 8
No.23 2 3
シャーロッタ4世
1、ミス・ルイス2
No.24 6
No.25 2 2
No.26 2
No.27 3
No.28 2
No.29 3 2
No.30 2 アメリア・スキナー
No.31
No.32 3
ダグラス夫人2、
ジャネット1
No.33 2 ジャネット・スイー ト
No.34 2 雇い人サム
No.35
No.36 4 2 3 1 3 ロイの母1、ロイの妹2
No.37 3 1 1 1☆ ☆アン・ステラ・フィル・プリシラに
No.38 5 1 4
No.39 1 1 4
No.40 1 1 1 1
No.41 7
合計 5 43 5 24 22 61 16 7 10 7 3 7 9 10 7 27 263
1.90％ 16.35％ 1.90％ 9.13％ 8.37％ 23.19％ 6.08％ 2.66％ 3.80％ 2.66％ 1.14％ 2.66％ 3.42％ 3.80％ 2.66％ 10.27％ 100.00％
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前章で述べたように、11歳のアンがグリーン・ゲイブルズに引き取られた最初は質問づくめだ
ったが、章を進むにつれて、つまり成長するにつれて質問回数が減っていく。その主な質問相手
は当然のことながら、『赤毛のアン』ではマリラ（195回）、ついで親友ダイアナ48回で、続編の
『アンの青春』ではマリラ（32回）、ダイアナ22回と数は減っていても相手は変わらない。これ
はアンがマリラと一緒にアボンリーで生活しているからである。それが『アンの愛情』になると
アンの生活が大学のある町と帰省するアボンリーの二か所になるため、デイビー32回、フィル27
回、ダイアナ14回、ギルバート13回とかなり変わってくる。以上は表 Bにまとめてあるが、反
対にアンに質問する登場人物とその回数をまとめたのが表 Cである。『赤毛のアン』の表 BC（前
回の紀要論文を参照）をみると、アンが質問する、及びアンに質問する人間は、マリラとマシュ
ウ、マリラの友人のリンド夫人、近所に住むバーリ一家と学校の友達に限られている。その狭い
世界の中でアンはあふれる好奇心と想像力を抑えることなく、元気いっぱいに生きている。『ア
ンの青春』のアンは教師として社会人として仕事の世界に飛び込み、『アンの愛情』ではアボン
リーを出て大学へ入ることで、これまでとは全く異質の個性的な人々と出会う。従って続編の表
BCは一見しただけでも、『赤毛のアン』人とのつながりが広がっていることがよくわかる。さ
まざまな人がアンに質問し、さまざまな人にアンが質問しているのだ。
表 Dは主要人物たちの質問文の「閉ざされた質問（＝Closed Questions）」と「開かれた質問
（＝Open Questions）」の数と割合を示したものである。表 Dでは「閉ざされた質問」を C，「開
かれた質問」を Oとし、アンの場合は表 Aと同様に、引用符（“ ”）のない質問は自問自答で
あることから、「心」と表記した。
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『アンの青春』 表 D-1 主要登場人物が行った閉ざされた質問（Closed Questions＝C）
と開かれた質問（Open Questions＝O）の回数
C心及び＋の右側の数字は自問自答（引用符のない質問）を表す 付加疑問と否定疑問はの Cの一部である
章 アン マリラ デイビー レイチェル・リンド ダイアナ ギルバート
C
C付加
疑問
C否定
疑問 C心 O O心 C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O
No.1 3 1 3 1 1 4 否2 1
No.2 1 2 2 2 4 否1 1
No.3 4 1 1 1
No.4 2 1 1 1 否1
No.5 1 1 1
No.6 3 2 1 1 1 1 1
No.7 8 3 2 1 2 1
No.8 1 1 3 2 1 7 否4付1
No.9 1 1 2 1 1 1 否1
No.10 3 1 5 2 否1 3 5 1 否1
No.11 1 2
No.12 2 2 1
No.13 6 1 2 3 否1 1
No.14 3 1 1 2 2 否1 2 3 付1 1
No.15 3 1
No.16 4 1 1 2 1 1 否1 1 否1
No.17 6 1 2 1 1 5 否2 2 3 否1 1 1
No.18 4 1 1 1 否1 2 3 2
No.19 2 1 2 否1付1 1 1
No.20 2 1 2 1 否1 4 1 1
No.21 6 2 1 3 1 5 付1否2 3
No.22 2 3 2
No.23 1
No.24 3 1 2 4 否1 1
No.25 2 2 1 3 1 付1 1
No.26 5 1 1 2 2 1 3 否1付1 2
No.27 2 2 1 1 3
No.28 3 1 2
No.29 3 1 1
No.30 1 1 1 付1 1 否1 1
合計 82 15 21 3 45 1 22 4 18 30 13 15 8 3 4 23 10 13 7 3 2
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『アンの青春』 表 D-2 主要登場人物が行った閉ざされた質問（Closed Questions＝C）
と開かれた質問（Open Questions＝O）の回数
＋の右側の数字は自問自答（引用符のない質問）を表す 付加疑問と否定疑問はの Cの一部である
章 ポール（生徒） 隣人ハリソン氏 ミス・ルイス 友人たち その他
C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O 名 C
付加・
否定 O
アンとの関係
or名
No.1 1 付1 1
No.2
No.3 8 付1 4
No.4 2 1 4 否1 1 ジェーン
No.5 3 付1 1 生徒の母親
No.6
No.7
No.8
No.9 1 否1 3 1 否1 ジェーン
No.9 1 オリバ ・ースローン
No.10 1
No.11
No.12 2 付1 1 生徒2人
No.13 2 否1 2 ジェーン
No.13 3 プリシラ
No.14 1 1 ガーティ・パイ
No.15 4 否2付2
No.16
No.17
No.18
No.19 10 否1付3 2
No.20
No.21 10 否1 3 1 生徒
No.22 3 付2 ドラ（デイビーの妹）
No.23 1 否1 3 否1付1 3
No.24 2 1 否1付1 ハリソン氏
No.25 1 5 付1 ハリソン夫人
No.26
No.27 3 否1 3 2 1
No.28 1 2 4 シャーロッタ4世
No.28 2 ポールの父親
No.29
No.30 1 1 否1 シャーロッタ4世
合計 18 10 5 17 3 9 16 3 7 8 3 8 19 8 7
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『アンの愛情』 表 D-1 主要登場人物が行った閉ざされた質問（Closed Questions＝C ）と
開かれた質問（Open Questions＝O）の回数
＋の右側の数字は自問自答（引用符のない質問） を表す 付加疑問と否定疑問はの Cの一部である
章 アン マリラ リンド夫人 ダイアナ ギルバート
C
C付加
疑問
C否定
疑問 C心 O O心 C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O
No.1 3 1 4 1
No.2 2 1 2 1
No.3 1 1 1
No.4 3 2 1
No.5 1 否1 2
No.6 5 3 1 1 付1
No.7 7 2 3
No.8 5 2 2
No.9 5 1 2 1
No.10 4
No.11 7 2 1 1 1 3 否2 2
No.12 4 1 1 7 否2付2 5
No.13 7 2 2 4 8 2
No.14 2 1 1 2
No.15 2 2 2 1 -1 1
No.16 2 4 1
No.17
No.18 1 1
No.19 2 1
No.20 3 1 3 1 2 6 否4
No.21 1
No.22 6 1 4 4 2 2
No.23 1 1 1
No.24
No.25 3 1 1 1
No.26 2 1
No.27 3 2 4 3
No.28 1 2 2
No.29 1 3 付1 2 否1
No.30 1 2
No.31
No.32 1
No.33 3 1 2
No.34 3 1 2
No.35 4 3 1
No.36 1 1 1
No.37 1 1
No.38
No.39 3 1 1 1 1 1 1 否1
No.40 4 1 1
No.41 1 6 付1
合計 93 15 18 21 52 12 4 0 3 13 1 5 15 8 9 17 7 3
埼玉女子短期大学研究紀要 第29号 2014.03
― ―７６
『アンの愛情』 表 D-2 主要登場人物が行った閉ざされた質問（Closed Questions＝C）と
開かれた質問（Open Questions＝O）の回数
＋の右側の数字は自問自答（引用符のない質問）を表す 付加疑問と否定疑問はの Cの一部である
章 フィル（フィリパ） プリシラ ステラ デイビー 友人・知人など
C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O
質問者名と
人間関係
No.1 4 否定1 2
No.2
No.3 2 1
ドラ（デイビーの妹）自
問自答
No.4 15 付8否4 3 1 5
No.5 1 否1
No.6 6 否1 2 2
No.7 5 付2 3 否2
No.8 4 付1 2 友人ジェイン
No.9 2 否2 2 否1 1
No.10 1 付1 2 1 否1 5 否2 1 パティ・スポットフォード（大家さん）
No.11 3 付2 1 友人ルビー
No.12 1 隣人ハリソン氏
No.13 9 否2 3 2 否1 ドラ（デイビーの妹）
No.14 2 1 5 付2否2 友人ルビー
No.15 1 隣人ハリソン氏
No.16 2 2
No.17 1 3 付1 3
No.18 7 付2 1
No.19 5 2 2 付1 3 ジェムシーナ伯母（同居人）
No.20 9 付1否2 4
No.21
No.22 4 付2 4
No.23
No.24 4 2
No.25 3 否1 1 1 ジェムシーナ伯母
No.25 2 付1 ロイ・ガ ドーナ （ー求婚者）
No.26 1 1
No.27 4 付2否1
No.28 1 ジェムシーナ伯母
No.29
No.30
No.31
No.32 1 否1 ジャネット・スイー ト
No.33 2 ジャネット・スイー ト
No.34 4 ジャネット・スイー ト
No.35 3 付1否2 4 1 1 3 1 ジェムシーナ伯母
No.36 1 5 1 ロイ・ガ ドーナ （ー求婚者）
No.37 8 否3 2 1 ジェムシーナ伯母
No.38 2 3 2 2 ロイ・ガ ドーナ （ー求婚者）
No.39 1 2 ハリソン夫人
No.39 1 否1 アラン夫人
No.40 1
No.41
合計 68 30 29 9 3 8 5 1 6 33 10 14 33 14 20
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閉ざされた質問をとりあげていくと、付加疑問と否定疑問が目立つため、それも表に付け加えた。
それらはあくまでも閉ざされた質問の一部である。アンの場合は付加疑問と否定疑問をそれぞれ
独立した欄にしたが、他の人物たちの場合は一緒の欄（付加・否定）にまとめ、その欄内に、付
加疑問が2つなら、付2と、否定疑問が3つなら、否3と記入した。
3．気になる登場人物
質問文の分析から、二人の登場人物デイビーとフィルが注目される。デイビー・キースの登場
場面はそれほど多くないのだが、好奇心旺盛で怖いもの知らずの少年を納得させたり、言うこと
をきかせるためには、大人は短い質問を多くぶつける必要がある。子どもは長々諭しても反発を
かうだけだからだ。短く繰り返し問いかけなければならない。とくにデイビーのようにしつけも
されないまま親を失った場合はそれが一層求められる。次にあげるアンとのやりとりからそのこ
とがよくわかる。
“How could you behave so, Davy?” she (i.e. Anne) asked sorrowfully.
Davy squirmed uncomfortably.
“I just did it for fun. Things have been so awful quiet here for so long that
I thought it would be fun to give you folks a big scare. It was, too.” . . . .
“But you told a falsehood about it, Davy,” said Anne, more sorrowfully
than ever.
Davy looked puzzled.
“What’s a falsehood? Do you mean a whopper?” . . . .
“Oh, Davy, how could you?” she said, with a quiver in her voice. “Don’t
you know how wrong it was?” . . . .
“I didn’t know it was wrong to tell whoppers,” he sobbed. “How did you
expect me to know it wrong? . . . .” . . . .
“Why?” queried Davy, . . . . “Why ain’t whopper as good as falsehood? . . . .” 3
アンの質問はなぜデイビーがそのような悪さをするのか問うため、理解するためであり、デイビ
ーの質問はなぜ自分のやったことが悪いのかを訊ねるためである。二人の会話から、子どもの頃
はへまばかりしていたアンが分別ある大人に成長したこと、デイビーがやや常識を超えた問題児
であることがあきらかである。デイビーは一度の注意で大人の言うことを聞く素直な子どもでは
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決してないし、つねに自分の楽しみを一番に考える傾向が強い。親にしつけられなかった6歳児
には自分の気持ちが最優先なのであろう。そして物事の善悪もある程度のところまでしか理解で
きていない。したがってこれをやったら他の人がどう思うか、どんな面倒を引き起こすか、つま
り自分が面白いと思っていることを実行するとどんなに周囲が迷惑するかなどはほとんど考えな
い。その上、屁理屈をこねたり、悪態をついたり、平気で嘘をついたり、身勝手な自己主張を繰
り返す。そのような子どもを、教師でもあるアンは強靱な精神力で怒りを抑えて諭していくが、
マリラにはそれができない。というより、デイビーの悪戯や身勝手さは良識ある大人の許容範囲
を遙かに超えている。それにもかかわらず、アンが徐々にデイビーをしつけていくことができた
のは年齢の問題もあるが、アンもかつてはデイビーと似たような境遇であったこと、一歩間違え
れば、自分もデイビーのような皆が持て余す子どもになっていただろうことを誰よりも承知して
いるからである。上記のような二人の会話やデイビーの質問はこの二作目の続編を通して繰り返
し交わされる。
さて、第三作目『アンの愛情』にはいるとデイビーはどうなるだろうか。まだまだ模範的な子
どもには程遠いがそれでも少しずつ成長している。そう簡単に聞き分けのよい子にはなれるはず
はない。ことに自分の話を親身になって聞いたくれたアンが大学へ行ってしまい、口やかましい
リンド夫人が同居するようになって、以前よりがみがみ言われることはデイビーには耐えられな
いほど辛い。リンド夫人は相手が何歳であろうと、きちんとしつけをしないではいられないタイ
プの人間なので、押し付けられるのが何より嫌いなデイビーはついに爆発し、日曜学校と教会を
さぼってしまう。しかし嘘はいつかばれるものである。
“Were all your class in Sunday School today?”
“Yes’m,” said Davy with a gulp. “All were there ― ’cept one.”
“Did you say your Golden Text and catechism?”
“Yes’m.”
“Did you put your collection in?”
“Yes’m.”
“Was Mrs. Malcolm MacPherson in church?”
“I don’t know.” . . . .
“Was the Ladies’ Aid announced for next week?”
“Yes’m”―quakingly.
“Was prayer-meeting?”
“I―I don’t know.”
“You should know. You should listen more attentively to the
announcements. What was Mr. Harvey’s text?” 4
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上記はリンド夫人がデイビーを質問づけにすることで、本当に日曜学校や教会に行ったのかどう
か確かめているのである。デイビーの答はしどろもどろであるが、人のいいリンド夫人にはデイ
ビーの嘘が見抜けず、“What’s the matter with you? . . . . Are you sick? . . . . You look pale”
（Island, p.99）と心配する。一方デイビーも全くの悪ではないため、“No,”（Island, p.99）と
一言しか返せず、良心の呵責から、食がすすまなくなる。登場したときから、遠慮なくというよ
り、ずうずうしいほど食い意地の張っていたデイビーが食べられないというのは、まだまだデイ
ビーには後悔の気持ちが残っていたということである。そんなデイビーを、休みで帰省したアン
が優しく質問を重ねることで、反省を促し、非を認めさせる。
Anne sat up drowsily.
“Davy, is that you? What is the matter?” . . . .
“Anne,” sobbed Davy, getting his arms about her neck. “I’m awful glad
you’re home. I couldn’t go to sleep till I’d told somebody.”
“Told somebody what?”
“How mis’rubul I am.”
“Why are you miserable, dear?”
“’Cause I was so bad today, Anne. Oh, I was awful bad ― badder’n I’ve
ever been yet.”
“What did you do?” . . . .
“What is it you did?”
Out it all came in a rush. (Island, p.100.)
There was a silence. Davy didn’t know what to make of it. Was Anne
so shocked that she never would speak to him again?
“Anne, what are you going to do to me?” he whispered. . . . .
“You’ve been very unhappy ever since you did wrong, haven’t you?” . . . .
“That was your conscience punishing you, Davy.”
“What’s my conscience? I want to know.”
“It’s something in you, Davy, that always tells you when you are doing
wrong and makes you unhappy if you persist in doing it. Haven’t you
noticed that?”
“Yes, but I didn’t know what it was. . . . .” . . . .
“Are you going to tell Marilla and Mrs. Lynde on me, Anne?”
“No, dear, I’m not going to tell any one. You are sorry you were
naughty, aren’t you?”
“You bet!”
“And you’ll never be bad like that again.”
“No, but ― ” added Davy cautiously, “I might be bad some other way.”
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“You won’t say naughty words, or run away on Sundays, or tell
falsehoods to cover up your sins?”
“No. It doesn’t pay,” said Davy. (Island, p.101.)
アンとデイビーの会話はどこの家庭でも見られそうなものだが、二人の間に愛や信頼があるから
こそできる会話である。アンは決して一方的にデイビーを責めたり、頭ごなしに叱りつけること
なく、じっくり話を聞いたうえで、最後には自分に非があることを納得させるような質問を言葉
を変えて優しく何度もする。リンド夫人やマリラが呆れるほどアンは言うことを聞かないデイビ
ーに寛大な態度をとる。時には甘やかしていると思えるほどである。それはアンがデイビーに過
去の自分の姿を重ねて見ているからであろう。孤児という同じ立場にあるデイビーを哀れに思い、
厳しく対応するのが阻まれるのかもしれない。当時の子どもは大人の言うことを素直に聞き、口
答えなど絶対に許されなかった。まして遠い親戚とはいえ、ほとんど他人同然の家で衣食住すべ
ての面倒を見てもらっているなら、たとえ不当な扱いを受けても我慢し、自己主張など絶対にし
てはならない。そういう時代に、乱暴な振る舞いをしてなかなか反省しない子どもの言い分を辛
抱強く聞くというアンの姿は現代ならカウンセラーそのものである。アンには傾聴のスキルが本
能的に備わっているようである。デイビーの場合は、叱られることはあっても、自分の言い分を
大人から真剣に聞いてもらうことはこれまでなかったであろうから、アンの愛情が人一倍身に染
みるのだろう。アンへの愛情は隠さず、アンに向かって大好きだと言う。それゆえ、アンが大学
へ行く日の朝、デイビーは生まれて初めてものも食べられず、恥ずかしげも声を出して泣いてし
まう。それほど自分の気持ちに正直なのであり、アンへの愛情は本物なのだ。
『アンの愛情』から登場するフィル（フィリパ・ゴードン）はアンの大学の友人で、押しかけ
同居人である。お金持ちのお嬢さんで頭もいいが、優柔不断が欠点である。2年生から「パティ
の家」（Patty’s Place）を借りて一緒に生活することになったステラやプリシラとは以前からアン
の友人だが、フィルは大学入学後に知り合う。それにも拘わらず、同書の中で、アンと質問を交
わす回数が最も多い友人である。つまり、フィルはアンの心の中に踏み込むことができる数少な
い友である。一作目からの親友ダイアナは大学へ行かず、結婚に引き続き、出産をしたため、大
学生活を中心に描く作品での登場回数は当然のことながら少なくなる。フィルはアンとは正反対
の境遇にある。裕福な名家出身で、成績もよく、求婚者も多く、天真爛漫で人見知りをしない、
思ったことをずけずけ言う。つまり育ちも性格もかなり違う。しかし反発することはなく、むし
ろお互いにないものを持っている者同士、惹かれあうのか、本心をさらけ出している。
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アンは友人プリシラと一緒に大学での学生登録を済ませた午後、近くの墓地を散歩する。そこ
で最初にフィルに出会ったとき、彼女の方から声をかけられる。誰もが初めての環境（大学）に
慣れずに気おくれしていたことは、“Say, wasn’t it（i.e. Redmond College）awful there?”（Island,
p.28）というフィルの言葉からわかる。最初の一言がスムーズにいくと、フィルはあれこれ話し
出す。その会話文の大半が付加疑問と否定疑問であるのはなぜだろうか。
“It (i.e., The hat) is becoming, isn’t it?” (Island, p.29.)
“It’s a horrible feeling, isn’t it?” (Island, p.30.)
“It seems perfectly ridiculous to think of me studying for a B.A. degree,
doesn’t it?” (Island, p.30.)
“And, ridiculous as the idea of my being a B.A. is, the idea of my being
an old married woman is still more absurd, isn’t it?” (Island, p.31.)
“But don’t you think the freshmen are fearfully homely?” (Island, p.32.)
“But you’ll both come to see me, won’t you?” (Island, p.32.)
“And I haven’t quite disgusted you with my frivolity, have I?” (Island,
p.33.)
“Isn’t this graveyard a sweet place?” (Island, p.33.)
“Isn’t college life magnificent?” (Island, p.37.)
おそらく人恋しいフィルは相手に同意を求めたくて付加疑問や否定疑問を立て続けに用いたのだ
ろう。フィルが19回もアンに質問している20章は、ギルバートがアンに求婚し、拒絶される重
要な場面を持つ章であり、言わば中詰めである。フィルの質問の多くはストーリーの展開にさほ
ど影響のないものだが、同章の終わりでは、フィルはアンさえも気づかないアンの心の奥を鋭く
指摘する。アンはこの時点は結婚を理想化していて、ギルバートの愛を理解できず、求婚を断り、
友情も失くしてしまう。そんなアンの甘さをフィルは自分でも驚くほど厳しく突っ込んでいる。
“I suppose you’ve gone and refused Gilbert Blythe. You are an idiot,
Anne Shirley!” . . . .
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“You don’t know love when you see it. You’ve tricked something out
with your imagination that you think love, and you expect the real thing
to look like that. There, that’s the first sensible thing I’ve ever said in my
life. I wonder how I managed it?” (Island, pp.142-43.)
フィル自身が認めているように、普段はお茶らけている彼女がストレートにアンに説教をする。
しかしアンはそれに素直に応じられない。それどころか心の整理がつかず混乱してしまう。
“Phil,” pleaded Anne, “please go away and leave me alone for a little
while. My world has tumbled into pieces. I want to reconstruct it.”
(Island, p.143.)
一方、フィルが望んでいたジョナス・ブレイク（Jonas Blake）から求婚されたとき、フィルは
アンだけを散歩に誘い、告白し、人生最高の喜びをアンと分かちあう。アンには人をほめ、ねた
むことなく人の幸せを祝う特技がある。だからこそフィルは最初にアンに打ち明ける。その時の
会話には “So Mr. Blake has asked you to marry him at last?”（Island, p.171）をはじめとし
てアンの質問が7回も集中して出てくる。フィルは幸福感に浸りながらも、贅沢にわがままに育
った自分が貧しい牧師の妻になれるかどうかという不安をアンにさらけ出す。アンはフィルを叱
咤激励しながら、彼女の長所を褒めちぎり、自信をつけさせる。フィルとアンはお互いを認め、
受け入れながら、自分の弱さをさらけ出し、相手の間違いを指摘できる理想の友だといえよう。
デイビーとフィル、どちらも激しい性格で思ったことを率直に言うタイプだが、アンを慕い、
アンの言うことに全面的信頼を抱いている共通点がある。だからこそ作品の中でこの二人との会
話が多いのだと推察する。二人はアンに深い愛情を持ち続け、時にはアンの気持ちの代弁者にも
なっている。アンが認めない心の奥にあるものを二人が問いかけることで、アンは自己理解を深
めることができるのである。
4．気になる質問文：プロポーズ様々
それぞれの作品の最初と最後の質問文にスポットライトをあててみよう。『赤毛のアン』では
レイチェル・リンドの心の中で問う“Now where was Matthew Cuthbert going, and why was
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he going there?” 5が最初の疑問文である。その時マシュウ・カスバートはアンを迎えに駅へ行
くところであるから、これから始まる物語のきっかけ、リンド夫人にとっても一大センセーショ
ンの始まり、カスバート兄妹にとっては一生の一大事（人生の大きな曲がり角）を暗示させる文
である。最後は “Were we really there half an hour?” 6と言うアンの言葉で、ギルバートと初
めて長い立ち話をしていたことをマリラに指摘されたことへの対応だが、アンとギルバートの将
来（すなわち結婚）を予想した文でもある。2作目の『アンの青春』の最初の質問文は “Will you
explain what the trouble is?”（Avonlea, p.4）とアンがまだ越してきて間もない隣人のハリソ
ン氏（Mr. Harrison）に問いかけるやや高圧的な文である。この質問から多少のトラブルがそれ
以降生じる感があり、実際そのとおりだが、ほどなくしてアンとハリソン氏とは仲良くなるので、
さほど重要とは思えない。一方、最後の疑問文 “. . . , but wouldn’t it have been more beautiful
still, Anne, if there had been no separation or misunderstanding . . . ?”（Avonlea, pp.275-
76）はギルバートが自分の気持ちをなんとか気づかせようと愛について語るものだが、残念な
がらアンには伝わらない。それは3作目の『アンの愛情』に入っても続き、アンは世話好きで他
人の縁結びには積極的で、実際それまでに何組かのカップルを幸せに導いてきたのだが、肝心の
自分の本心には気づかない。それどころかギルバートがストレートに気持ちをぶつけてくると拒
絶してしまう。物語の終盤で、ギルバートを病気で失うかもしれないとわかった時初めて自分の
心に向き合うことができた。『アンの愛情』に出てくる最後の質問文はギルバートの “Oh, Anne,
this makes up for everything, doesn’t it?”（Island, p.243）であり、ギルバートの喜びと安堵
の気持ちが伝わってくる。
『アンの青春』では親友のダイアナとフレッド、教え子のポール（Paul Irving）の父親スティ
ーブン・アーヴィング（Stephen Irving）と道に迷い偶然知り合ったミス・ルイス（ミス・ラベ
ンダーの愛称の方が彼女にふさわしい）、『アンの愛情』ではアンとロイ、そして本命のギルバー
ト、フィルとブレイク牧師、一夏だけの教師の仕事で知り合ったジャネット・スイート（Janet
Sweet）とジョン・ダグラス（John Douglas）など、さまざまなカップルが愛を語る質問文が見
られるのが『赤毛のアン』との大きな違いだろう。アン自身もギルバートの他に予期せぬ相手数
名からのプロポーズを受け、手厳しく断ったり、婉曲に断ったりと頭を悩ます経験をする。女性
の読者が圧倒的に多い作品の場合、恋愛事件や結婚は切り離せない要素である。そこでここでア
ンへの求婚の会話をとりあげてみる。最初の求婚は友人のジェーンが兄に代わってプロポーズす
るというもので、アンとジェーンのかみ合わない会話が滑稽である。
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“Anne,” said Jane, still more solemnly, “what do you think of my brother
Billy?” . . . .
“I―I don’t understand, Jane,” she stammered. “What do you mean―
exactly?”
“Do you like Billy?” asked Jane bluntly. . . . .
“Would you like him for a husband?” asked Jane calmly.
“A husband!” Anne had been sitting up in bed, . . . . “Whose husband?”
“Yours, of course,” answered Jane. “Billy wants to marry you. He’s
always been crazy about you . . . . What do you think about it, Anne?”
(Island, pp.58-59.)
全くの想定外の求婚だったため、アンはジェーンの言葉を理解するのにずいぶん手間取る。やっ
とわかると、相手のプライドを傷つけないようになんとか断るが、ジェーンにしてみれば、たか
が孤児のアンが兄を袖にするとは…という気持ちがあったのだろう。やや気まずい空気が流れる。
アンの予期せぬ驚きが、アンの発する質問文から十分に読み取れる。一方、落ち着いて淡々とア
ンに問うジェーンの質問文も興味深い。アンにとって初めての求婚場面は本人たちには深刻だが、
読者にとっては滑稽なものである。アンもジェーンもイエスかノーかをストレートに問う閉ざさ
れた質問文と開かれた疑問文が多く、付加疑問はほとんどない。ただ、最後にアンが求婚をきっ
ぱり断った後で、ジェーンがこのことを皆に黙っていてほしいという疑問文は、かなり強い同意
を求める命令文の付加疑問（“Please don’t mention this to any one, will you, Anne?”（Island,
p.60））となっている。「絶対誰にも言わないでね」と相手に有無を言わせぬ強さを感じる。
大学に入ると幼馴染みのチャーリー・スローン（Charlie Sloane）から求婚される。これはア
ンにとってかなり不快な求婚であり、ストーリーの展開の上でさほど重要ではないせいか、
“Charlie Sloane, . . . , asked Anne one night if she would promise ‘to become Mrs. Charlie
Sloane some day.’”（Island, p.63）と間接疑問文であっさりと書かれている。さらに、以下にあ
げるように、アンが一時夢中になったロイ・ガードナーから求婚を受けた場面にもロイの声が聞
こえてきそうな直接的な会話はない。
Roy asked Anne to marry him in the little pavilion on the harbor shore
where they had talked on the rainy day of their first meeting.
(Island, p.223.)
容姿端麗で名家出身のロイは、二人が初めて会った場所というロマンティックな設定で、求愛と
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結婚の立ち振る舞いについての手引き（“a Deportment of Courtship and Marriage” Island,
p.223）から写したかのような美辞麗句を並べたてたプロポーズの言葉でアンに申し込んだと描
かれているが、その結果は無残なものだった。すべてが整いすぎた完璧に近い結婚の申し込みを
したロイはよもや自分が断られるとは夢にも思っていなかったはずであり、アン自身も自分は承
諾するとずっと思っていたから、自分の口からノーという言葉が出てきたときは誰よりも驚いた
に違いない。しかしそれはアンの心の声であり、ずっと見ないようにしてきた本心である。この
ことでアンはフィルから徹底的に叱責される。本気でアンを怒るフィルだが、それがアンを思う
友情によるものであることは疑いもない。
最も滑稽な求婚の言葉は、全く予期せぬ相手からの突然の申し出である。大学3年生が終わっ
た夏休みに、アンは2か月間東部の学校を教えるアルバイトを引き受けた。そこで下宿先の隣家
の雇い人であるサム・トリバー（Sam Tolliver）に突然求婚される。
After a long silence Sam suddenly spoke.
“I’m leaving over there,” he said abruptly, . . . .
“Oh, are you?” said Anne politely.
“Yep.”
“And where are you going now?”
“Wall, I’ve been thinking some of gitting a place of my own. There’s one
that’d suit me over at Millersville. But ef I rents it I’ll want a woman.”
. . . .
There was another long silence. . . . .
“Will yeh hev me?”
“Wh―a―t!” gasped Anne.
“Will yeh hev me?”
“Do you mean―marry you?” queried poor Anne feebly.
“Yep.”
“Why, I’m hardly acquainted with you,” cried Anne indignantly.
“But yeh’d git acquainted with me after we was married,” said Sam.
Anne gathered up her poor dignity.
“Certainly I won’t marry you,” she said haughtily.
“Wall, yeh might do worse,” expostulated Sam. “I’m a good worker and
I’ve got some money in the bank.” (Island, pp.199-200.)
雇い人サムについてはアンは全く関心がなかった。だがサムの方は、アンの姿がいいし、歩き方
もいい、怠け者の女は嫌いだから妻に最適と判断し、結婚を申し込む。そして断られても全く動
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じず、しばらくは気が変わらないからよく考えろと平然と言う。アンの気持ちなどお構いなしだ。
この滑稽な求婚と拒絶の場面はユニークで面白い。アンは驚かされたが、少しも痛みが生じない
求婚だからこそ、笑いで終わらせることができた。
それでは本命のギルバートはどのような言葉でプロポーズしたのだろうか。最初の求婚はまだ
夢を夢見ているアンに拒絶される。
. . . , said Gilbert quietly, taking her hand in a clasp from which she
could not free it. “There is something I want to say to you.”
“Oh, don’t say it,” cried Anne, pleadingly. “Don’t―please, Gilbert.”
“I must. Things can’t go on like this any longer. Anne, I love you. You
know I do. I―I can’t tell you how much. Will you promise me that some
day you’ll be my wife?”
“I―I can’t,” said Anne miserably. “Oh, Gilbert―you―you’ve spoiled
everything.”
“Don’t you care for me at all?” Gilbert asked after a very dreadful pause,
during which Anne had not dared to look up.
“Not―not in that way. I do care a great deal for you as a friend. But I
don’t love you, Gilbert.”
“But can’t you give me some hope that you will―yet?”
“No, I can’t,” exclaimed Anne desperately. (Island, p.141.)
それまで結婚の申し込みはアンにとってロマンチックなものであると思い、またそうあるべきだ
と信じていた。しかし上記の引用にあるギルバートのプロポーズ（“Will you promise me that
some day you’ll be my wife?”）はオーソドックスで平凡である。承諾しないアンにギルバート
が放つ質問文 “Don’t you care for me at all?”と “But can’t you give me some hope that you
will―yet?”は未練がましいイメージをギルバートに与える。自分の本心がわからないまま、求
婚を拒絶した後にアンは心の中で “There was nothing romantic about this. Must proposals
be either grotesque or―horrible?”（Island, p.142）と問う。この時のアンには、プロポーズも
結婚もロマンチックなものとは程遠いものに感じられる。愛と何なのか、自分が本当は誰を愛し
ているのかがわかっていなかったアンはギルバートの心を傷つける。そしてその代償は大きかっ
た。アンはフィルに叱られるが、ギルバートとの友情をだめにしたのはギルバートの無責任な求
婚にあると思い込んでいる。アンが自分の本心に気付くのは、ギルバートが重い腸チフスにかか
って命が危ういことを知った時である。アンはこれまで味わったことのない絶望感に打ちひしが
れる。そして物語のクライマックスはギルバートの再度のプロポーズである。
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“I have a dream,” he said slowly. “I persist in dreaming it, although it
has often seemed to me that it could never come true. I dream of a home
with a hearth-fire in it, a cat and dog, the footsteps of friends―and you!”
Anne wanted to speak but she could find no words. Happiness was
breaking over her like a wave. It almost frightened her.
“I asked you a question over two years ago, Anne. If I ask it again
today will you give me a different answer?”
Still Anne could not speak. But she lifted her eyes, shining with all the
love-rapture of countless generations, and looked into his for a moment.
He wanted no other answer. (Island, pp.241-42.）
二度目のプロポーズとその情景は十分にロマンティックであるが、ロマンティックであればある
ほど、非現実的な印象を与える。ギルバートは男性というより、ロマンティックな結婚を夢見る
女性が憧れる物語の中の男性、つまり女性的な要素を持っている女性に都合の良い男性というイ
メージを残す。少なくとも現代の女性には物足りなく映るのではないだろうか。
5．否定疑問と付加疑問
「開かれた質問」と「閉ざされた質問」を3作品にわたって比較し見よう。作成した表 Dをア
ンに絞って整理してみると、次のようになる。
アンの質問の種類と数
閉ざされた質問
閉ざされた質問内の 閉ざされた
質問（心）
開かれた質問
開かれた質問
（心）付加疑問 否定疑問
赤毛のアン
261 68 79 6 67 7
閉ざされた質問の合計 267 開かれた質問の合計 74
アンの青春
82 15 21 3 45 1
Closed Qの合計 85 開かれた質問の合計 46
アンの愛情
93 15 18 21 53 12
閉ざされた質問の合計 114 開かれた質問の合計 65
埼玉女子短期大学研究紀要 第29号 2014.03
― ―８８
アンの質問の割合
アンの質問全体の中の
閉ざされた質問の割合
閉ざされた質問（心を除く）
の中の付加疑問の割合
閉ざされた質問（心を除く）
の中の否定疑問の割合
アンの質問全体の中の
開かれた質問の割合
赤毛のアン 78％ 26％ 30％ 22％
アンの青春 65％ 18％ 26％ 35％
アンの愛情 64％ 16％ 19％ 36％
一作目の『赤毛のアン』のアンの質問数が圧倒的に多いのはアンが好奇心いっぱいの子供であり、
初めて来たアボンリーについて、初めて自分の家と言えるグリーンゲイブルズについて尋ねるこ
とが山ほどあったからある。成長するにつれて、アンの口数も少なくなり、それに比例して質問
数が減るのは当然のことである。付加疑問が減ったのも、相手に同意を求める不安な子供時代か
ら、自分の意見を述べる必要のある教師、大学生という立場にアンが置かれるようになったから
だろうか。ところで、否定疑問も相手に同意を求める要素を持っていることを忘れてはならない。
なぜなら、英語の否定疑問文は付加疑問文としての肯定疑問文だからである。便宜上、分類では
分けた表にしたが、実際は付加疑問と否定疑問はほとんど同じと考えていいだろう。付加疑問と
否定疑問を合計した数は、3作品とも閉ざされた質問の半分以上を占めている。これは注目すべ
きモンゴメリ作品の特徴である。
アンだけでなく他の主要登場人物も表 Dからわかるように、「閉ざされた質問」の中で占める
付加疑問や否定疑問（否定の付加疑問もたびたび見られる）が多い。モンゴメリ作品の登場人物
たちは強く自己主張する人間より、相手に同意を求めたり、断定的意見を和らげて述べる人たち
が多いようだ。波風をたてないように生きていく処世術の表れかもしれない。そして付加疑問も
そうだが、否定疑問の場合でも質問者は相手の肯定の答えを予想している（期待していると言っ
た方がいいかもしれない）。『アンの青春』では一作目より友人たちとの付き合いが描かれる割合
が多くなり、村の改善会での活動や学校での生徒や保護者との会話をスムーズに進めるために、
『アンの愛情』では友人たちとの同居生活を円滑に送るために、質問文がきつくならないよう、
時には相手への賛同や励ましとして否定疑問及び付加疑問が用いられているのではないだろうか。
物語全体を覆う空気が柔らかで穏やかであるのもそのせいかもしれない。しかし、時には付加疑
問をまるで攻撃のように連発して、相手の同意を得る場合もある。双子のデイビーとドラを引き
取る時にアンがマリラを説得する場面がそれに該当する。
“No. I’m only tired . . . and worried. It’s about Mary and those children . . .
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Mary is worse . . . she can’t last much longer. And as for the twins, I
don’t know what is to become of them.”
“Hasn’t their uncle been heard from?” (Avonlea, pp.53-54.)
“ . . . , Anne, that I’m sure Mary wants me to take those children . . .
she didn’t say so but she looked it.”
“Oh!” Anne clasped her hands, . . . . “And of course you will, Marilla,
won’t you?” (Avonlea, p.54.)
“If Davy is naughty it’s all the more reason why he should have good
training, isn’t it, Marilla?” (Avonlea, p.55.)
“Mrs. Lynde says Henry Sprott is the most profane man that ever lived
and you can’t believe a word his children say. Wouldn’t it be dreadful to
have the twins learn anything like that?” (Avonlea, p.55.)
“You wouldn’t like your relations to be starved, even if they were only
third cousins, would you? It seems to me, Marilla, that it is our duty to
take them.” (Avonlea, p.55.)
アンはマリラが強い義務感から。死にかけている遠い親戚の子どもを引き取るべきか否か迷う心
の揺れを感じている。可能性がないわけではないと考えるアンは、付加疑問を繰り返すことでマ
リラに必死に同意を求め、その結果、二人は双子をひきとることになる。このような同意を求め
る付加疑問や否定疑問が多い中、意外性や驚き、時には非難を表す否定疑問文や否定疑問文もあ
る。全体的には驚きや非難を表現するのは「開かれた質問」の方が多いのだが、驚きの付加疑問
文も物語の中で時々見かける。
“But don’t you want to be (a gentleman)?” said shocked Anne.
(Avonlea, p.59.)
“Is isn’t true surely, Anne?” exclaimed Gilbert. (Avonlea, p.70.)
Mr. Harrison : “Hasn’t this been a terrible storm?” (Avonlea, p.211.)
Diana sighed. . . . . “Don’t you mean ever to be married, Anne?”
(Avonlea, p.235.)
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Phil : “Honey, you couldn’t imagine me being a poor man’s wife, could
you?” (Island, p.31.)
“Heather!” exclaimed Anne. “Heather doesn’t grow in America, does it?”
(Island, p.47.)
On the table lay a long envelope and a crumpled manuscript.
“Anne, your story hasn’t come back?” cried Diana incredulously.
(Island, p.91.)
上記はどれも会話の相手に驚きを伝えながらも、同意や確認を求めている。こうした疑問文は数
知れない。さらに、同意というより、必死に相手にイエスと言ってもらおうと懇願に近い付加疑
問もある。フィルはアンたちが一軒家を借りて共同生活をすることを聞きつけると、同居させて
もらいたくて、どんな規則も苦にならないとアンたちに自分の気持ちをストレートにぶつけてく
る。お嬢様育ちのフィルを心配してためらっていたアンたちも最後には、付加疑問 “Well, you
don’t think I’ll mind that, do you?”（Island, p.76）で始まるフィルの悲痛な懇願に折れて、そ
の要求を受けいれる。また、同意が謝罪になっている付加疑問もある。アンが小学校の教員をし
ているときに、ほとんどの生徒がアンを慕ってくれていたが、中にどうしてもアンになつかない
生徒がいた。アンソニー・パイ（Anthony Pye）という名の男の子はいつもぶすっとした表情で、
人を小馬鹿にしたような態度をとる。彼は物語の中では意地悪い性格で名悪いパイ一族の一員で
あるから、アンに対して最初から反抗心をみせていても何の不思議もない。しかしそのアンソニ
ーがある朝、アンに “Kind of bad walking, ain’t it? Can I take those books for you, teacher?”
（Avonlea, p.99）と自分から話しかけてきた。アンは夢ではないかと疑がったほど思いがけない
アンソニーの申し出だった。それだけではない、アンが微笑むとアンソニーも微笑返したのであ
る。その時アンは愛情まではいかないが、多少尊敬を受けたように感じたのである。教師と生徒
の気持ちの寄り添いのきっかけが付加疑問（閉ざされた質問）であることは興味深いが、相手へ
の同意を求めやすい疑問文であることを考えれば当然ありうることである。
一方アンソニーと正反対の生徒ポールはアンのお気に入りである。少々ひ弱なところを除けば、
非の打ちどころのないほど優れた子供であるポールとアンはすぐにお互いを理解し、心が深く通
じ合う。二人の間の信頼感は「閉ざされた質問」を通して我々にも伝わってくる。
“It’s very exciting to have a birthday, isn’t it?” (Avonlea, p.126.)
開かれた質問と閉ざされた質問 Part3
― ―９１
“You’ll stay and have tea with me, won’t you?” (Avonlea, p.160.)
“You will answer it truthfully, won’t you?” (Avonlea, p.161.)
“Isn’t it funny and nice we should all know each other?” (Avonlea, p.250.)
ポールはデイビーと正反対の誰からも愛される礼儀正しい少年である。デイビーは動物的感でア
ンへの愛情に関してポールをライバルと見なし、時にはアンにすねて、次のように悪態をつく。
“. . . , but I ain’t going to say my prayers any more. I’m going to give up
trying to be good, ’cause no matter how good I am you’d like Paul Irving
better. So I might as well be bad and have the fun of it.” (Avonlea, p.166.)
これに対してアンは二人とも同じだけ好きだが、好き方が違うのだと説明するが、デイビーは同
じでなければ嫌だと駄々をこねる。そのようなデイビーを納得させたのは、“You can’t like
different people the same way. You don’t like Dora and me the same way, do you?”
（Avonlea, p.166）というアンの言葉だった。自分もアンと双子の妹のドラを両方とも好きだが、
確かにその好き方は違っていると自分で理解したのである。アンの否定付加疑問が頑なに反抗し
ていたデイビーの心を溶かしたのである。
次に非難・叱責・詰問をとりあげてみよう。
Jane: “Haven’t you heard?” (Avonlea, p.70.)
Anne: “Don’t you know how wrong it was?” (Avonlea, p.78.)
Anne: “Davy Keith, don’t you know that it is very wrong of you to be
eating that jam, when you were told never to meddle anything in
that closet?” (Avonlea, p.114.)
“Davy Keith,” said Marilla, shaking him by the shoulder, “didn’t I forbid
you to climb up on that table again? Didn’t I?” (Avonlea, p.143.)
Anne: “Don’t you remember the Sunday last summer when you ran away
from Sunday School?” (Island, p.150.)
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上記のジェーンは仲間への非難だが、アンとマリラは少しもいたずらを改めようとしないデイビ
ーへの叱責である。普段は冷静で穏やかなマリラがデイビーの肩を揺さぶりながら言い聞かせて
いる場面は、デイビーがいかに手の付けられない腕白少年であるかを立証している。しかし、こ
うした子どもは厳しく叱るだけでなく、時には優しく諭して、悪いことをした自分の非を認めさ
せるやり方が効をなす場合もあり、第3章でも引用した質問文がそれに当てはまる。
“You’ve been very unhappy ever since you did wrong, haven’t you?”
“You bet,” said Davy emphatically. (Island, p.101.)
“. . . . You are sorry you were naughty, aren’t you?”
“You bet!” (Island, p.101.)
“You won’t say naughty words, or run away on Sunday, or tell falsehoods
to cover up your sins?
“No. It doesn’t pay,” said Davy. (Island, p.101.)
これらはすべてアンがデイビーに発した質問である。それに対してデイビーは短い答で自分の非
を潔く認めている。この時デイビーは夜眠る前に自らアンの部屋へ行き、叱責を覚悟して自分の
罪を告白するのである。アンも長々と説教せずに、言葉少なく対応することで、デイビーの反省
を導くのである。こうして手につけられないほど悪戯なデイビーもやがては成長し、アン・シリ
ーズの後半では家庭も仕事も持ち、時々訪ねてくるアンの子どもたちを優しく受け入れるおじさ
んになっている。
おわりに
前回の紀要論文でとりあげたモンゴメリの作品である『可愛いエミリー』（Emily of New
Moon）とアン・シリーズの違いの一つに、イブリンやブレーク先生のような敵とも言える存在
がアンにはいないということがある。主人公のエミリーはこの二人とは死ぬまで絶対に和解でき
ないであろう敵対関係にある。アン・シリーズでは性格の悪いパイ家の人たちがたびたび登場す
るが、そのスケールは小さく、物語の展開では笑いを誘う愛すべき一族である。今回取り上げた
作品以降の続編でもアンとやり合う別の一族が出てくるが、最後には和解し、友のような存在に
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なっている。従ってエミリーの中で見られるような辛辣な質問のやりとりがアン・シリーズでは
ないと言えるだろう。またアンの仕事ぶりはエミリーの執筆活動のように命を削るような思いを
する緊迫感はなく、大学生活も多少の勉強の苦労はあってもそれほど試験やレポートに悩む場面
もない。むしろ引き取った孤児の双子とのやりとりや、恋の行く末の方が読者の印象に残るだろ
う。自分の子供時代を重ねるデイビーの教育的指導は短いテンポの質問が効果をなしている。ま
た数々の恋愛事件が物語を彩り、多くの男女がアンの周辺で恋を語り、結婚をする。アンは縁結
びの才能があるようだと自負しているところがあるが、自分の恋愛についてはわかっていなかっ
たのは皮肉な展開だった。さらに、アン・シリーズに出てくる女性には自立心があり、アンをは
じめとして何人かが教職に就き、大学へも男子と一緒に進学している。一方男性は皆行儀がよく
おとなしく、その行動や思考は女性的に思われる。現代風に言えば草食系男子といったところだ
ろうか。シャーリー・フォスター（Shirley Foster）とジュディ・シモンズ（Judy Simons）は
What Katy Read: Feminist Re-Readings of ‘Classic’ Stories for Girls（1995）の中で、アンの
住むアボンリーは女性の世界だと述べている。
This validation of female autonomy is reinforced by the novel’s gender
emphasis. Like many of the other texts discussed, it depicts a world in which
women predominate and have control. The few men who figure in Avonlea
are either psychologically destructive . . . , ego-threatening (Gilbert Blythe
initially), or unable to communicate . . . . The female sphere is
foregrounded here; there is much emphasis on food and domestic comfort
in the novel, . . . , the heroine’s introduction to responsibility and decision-
making comes through the management of household affairs. Sisterhood
is also important, especially in the strong ties between Anne and Diana,
different though the two girls are.
. . . .
As has already shown, women are textually positioned as figures of
strength, in contrast to the men, . . . . Conventionally feminine virtues
are not the exclusive attributes of women, either. Gilbert Blythe acts out
a self-sacrificial role in giving up his Avonlea teaching post to Anne, . . . .
Matthew’s womanly characteristics of gentleness and kindness make him
naturally more sympathetic than Marilla to Anne’s vulnerability; sensitive
to the unspoken in her, . . . . 7
フォスターとシモンズによれば、作品中の女性たちが家庭にとらわれずに社会活動や職業に就く
などして社会に関わりを持っている。旧体制の代表とも言えるマリラやリンド夫人でさえ、地域
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社会活動に参加し、政治にも関心を抱いている。一方でギルバートの自己犠牲的な役割で、アン
はマシュウの死後も家を売らずにマリラと過ごせることになったし、マシュウの持つ母親のよう
な愛情で精神的に支えられている。このように作品を解釈すれば、先に述べたように、モンゴメ
リの作品を覆う空気が穏やかでのどかであることが理解できる。そしてその雰囲気を支える要素
の一つに付加疑問や否定疑問といった「閉ざされた質問」が多いことがあげられる。こうした質
問の多くは相手の同意を求め、やんわりと相手をたしなめ、激しい感情の衝突を避ける処世術で
ある。アンの物語を読んでいると、小さな島に多くの親戚を持つ大勢の人々が暮らしていること
がわかる。その複雑に絡み合った人間関係をうまくやっていく手段にコミュニケーションの大切
さがあることを、人々は現代のような理論や理屈ではなく、本能的に知っていたに違いない。登
場人物たちは、「開かれた質問」と「閉ざされた質問」を巧みに使いこなして、多少のいざこざ
はあっても全般的に平和な暮らしを築いていったのだろう。
注
1 木村周『キャリア・カウンセリング：理論と実際、その今日的意義』改訂新版
（社団法人 雇用問題研究会、2007）pp.246-48.
平木典子『カウンセリングとは何か』（朝日選書586）（朝日新聞出版、2010）p.36,
pp.172-73.
2 木村周『キャリア・カウンセリング』pp.247-48. 平木典子『カウンセリングとは何か』p.174.
平木典子『自己カウンセリングとアサーションのすすめ』（金子書房、2010）では、「開か
れた質問・閉じられた質問」（pp.131-33）と表現されている。
3 L.M. Montgomery, Anne of Avonlea (New York: Dell Laurel-Leaf Books, 2003)
pp.78-79.
以後、この作品からの引用は略したタイトル名 Avonlea とページ数を文中に記す。
4 L.M. Montgomery, Anne of the Island (New York: Bantam Books, 1998) p.99.
以後、この作品からの引用は略したタイトル名 Island とページ数を文中に記す。
5 L.M. Montgomery, Anne of Green Gables (London: Puffin Books, 1977) p.8.
6 Ibid., p.253.
7 Shirley Foster and Judy Simons, What Katy Read: Feminist Re-Readings of
‘Classic’ Stories for Girls (Iowa City: University of Iowa Press, 1995), pp.161-63.
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